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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成29年1月19日(2017.1.19)

【公表番号】特表2016-500251(P2016-500251A)
【公表日】平成28年1月12日(2016.1.12)
【年通号数】公開・登録公報2016-002
【出願番号】特願2015-545522(P2015-545522)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/46     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/28     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ   15/00     　　　Ａ
   Ｃ０７Ｋ   16/46     　　　　
   Ｃ０７Ｋ   16/28     　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   31/12     　　　　
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｄ
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｎ
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｙ

【手続補正書】
【提出日】平成28年11月28日(2016.11.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　癌または感染性物質により生じた疾患に罹患した対象のＴ細胞上の免疫調節標的と特異
的に結合して該標的の活性を変化させ、癌細胞または感染性物質に対する内因性免疫応答
を増強するヒトＩｇＧ抗体の抗腫瘍効果を増強、最適化、または最大にする方法であって
、Ｆｃ領域のＦｃγＩ、ＦｃγＩＩａ、またはＦｃγＩＩＩａレセプターに対する結合を
増強するように該抗体のＦｃ領域を選択、設計、または修飾することを含み、ここで該免
疫調節標的がＣＴＬＡ－４、ＴＩＧＩＴ、またはＯＸ４０である、方法。
【請求項２】
　ＦｃγＩ、ＦｃγＩＩａ、またはＦｃγＩＩＩａレセプターに対するヒトＩｇＧ抗体の
結合の増強が、腫瘍部位における調節性Ｔ細胞（Ｔｒｅｇｓ）の減少を仲介する、請求項
１記載の方法。
【請求項３】
　ＦｃγＩ、ＦｃγＩＩａ、またはＦｃγＩＩＩａレセプターに対するヒトＩｇＧ抗体の
結合の増強が腫瘍部位のエフェクターＴ細胞（Ｔｅｆｆｓ）の（ａ）減少を仲介しないか
または（ｂ）増加を仲介する、請求項１記載の方法。
【請求項４】
　該標的が、腫瘍部位のＴｒｅｇｓ上で腫瘍部位のＴｅｆｆｓより高レベルに発現する、
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請求項１記載の方法。
【請求項５】
　該免疫調節標的がＣＴＬＡ－４である、請求項1記載の方法。
【請求項６】
　該抗体のＦｃ領域が非フコシル化されている、請求項５記載の方法。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれか一項に記載の方法で作製された、Ｆｃ融合タンパク質。
【請求項８】
　癌または感染性物質により生じた疾患に罹患した対象の内因性免疫応答を増強すること
により該対象を治療することにおける使用のための、請求項７に記載のＦｃ融合タンパク
。
【請求項９】
　対象の癌または感染性物質により生じる疾患を治療するためのキットであって、
（ａ）対象の癌細胞または感染性物質に対する内因性免疫応答を増強する能力の増大をも
たらす用量の請求項７記載のＦｃ融合タンパク質、および
（ｂ）使用のための取扱説明書
を含むキット。
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